
中津川の化学成分の季節変化（第1報）

後藤達夫

河川の水質は気候的，地質的，地形的等の自

灘的影響の他に，農耕活動，工業廃水，部落，

都市の下水等の人為的影響の如く広汎な影響を

受ける・河川の化学成分の季節変化は，河川が

薦めて複雑な性格を持ち，叉超えず日毎に変動

．して居るので，正しく解肝し規則化する事は難

しい問題である，今迄に此の様な問題を明癖に

した例は殆どない様である．今後河川に対する

系統的な化学的研究は重要な分野になって来る

事と思う．

筆者はこのような複雑な河川の性格を把握し

厚い試みの一つと－して，中津川を対照に1951年

8月より化学成分の分ノ好を行った．一応半年間

の資料が調ったので，此処に報告する・

．中津月概要

中津川の概略図を第1図に示す・中津川は海

を北上山舷に発し，米内川，中津川二支棟をな

して大部分山間部を流れ下方北渇附道に於て合

流し，盛岡市街を貰流して北上川本流に撞く0ー

支流河川であり，河川としては余り大きな方と

は云えない．流路延長は30・7kln，流域面積は

ユ10・6km空にして，岩手県内の北上川流域面積

7690km空に対して3・74％に当る．流域面積の内，

山地部はユ03・95km芝を占め97％に当り，平地部

は6．65km三を占め3％に当る・即ち，流域は殆

んど山間地轟で杢地に恵まれず，農業活動は活

発でない．唯，河岸の狭い平地地帯に水田が見

られ，符に上米内，浅岸，北潟一帯に多い・又

畑地も沿岸一帯の随所に見られる程度である・

外山一帯に草原があり，其の他は殆んど森林

地帯である．中津川は農業用水としては余り大

きな意表を持たないが，魂に示す上水道，及び

発電用水として大きな意巷を持って居る．第公

図に上水道と発電用水の水路図の概略を示す．

即ち，中津川上流水はAの取入口に於て，一部

は潅漑用水として放流され，大部分は隊道を流

れて米内川上流に注ぎ，合流してBの取入一口に

入る．（灌漑期間に於ては一部放流）

Bの取入口から随意を流れ来った水は，し地

点に於て水道用水と発電用水とに分流するので

ある・飼，外山川を水瀬とする外山ダムは，有

効貯水量3313，900n3両番約50，0000蝉にして，

此の外山ダム用水が時間的に計画放水され，11

の取入口より随道を流れ来るのである．

盛岡市水道は上記の如く水瀬を中津川に求め

て居るが，此の中津川上水道は公衆衛生並に産

業上，又災害予防上重大な意責を抒っ事は云う

までもない．：951年の盛岡市水道配水状況は給

水人口年間平均時350人で全市入日の約45％，

第3図
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中津川の化畳成分の季節攣化（第l報）（孜 藤）  

夫等を第5図，第6図，第7図に示す・碕，上  

流山間地帯龍比較的近接せる薮川の渕値をグラ  

フに示して見た．第5図に於て，薮川の詳細な  

資料が得ら叫なかったので・各月平均気温を中  

旬の位置に示して見た．   

次に日本発送電盛岡支社の測定資料にもとづ  

いて上流部にある大志臥外山，真水の卒均気  

温，真水の降水量，並に，ネ志臥外山の流量  

（測水餅に於ける水位の資料より計算した・）等  

の 

図に示す．第8図に於ける盛岡平均気温を示す  

グラフは，上流大志田，外山の平均気温と比致  

する為，第5図の盛岡本年卒均気温のグラフを  

再示して見たのである．第9図に於ける点線笹  

て示した降水量は，例えば9月中旬に於ける英  

際の流量は，真の期間に於ける降水量のみなら  

ず，前期間の降水量による影響も表ゎれ 

ものとの推定より，前9月上旬の降水量と9月  

ql旬の降水量との卒均嘩を9月中和こ於て示し  
たものである．実際にグラフに示して見ると，  

冥線にて表わした各旬合計の降水量グラフより  

も，以上の算出より示せる点線にて表わした降  

水量ダラ7の方が，良く実際の旬卒均にて示し  

た液量に対応して居る．8月上旬，中旬に於て  

降水量に比して流量が比較朗高いのほ，前月7  

月に133．9mmの高い降水量を示して居り，此の  

影響に依るものと思われる．  

採  永   

試料採水場所ほ第1図に示せる如く，米内，  

中津両川合流点より相■下方の地点に選定した．  

選定にあたっては，下一水，工場瘡水等の流入に  

対し充分考慮を払った．試水は15日前後の間隔  

に同一個所で，ほゞ同時刻に共栓ダラス壕に採  

水し，風雨等の異常的な影響の混入に対し，な  

るべく避ける様に努めた．又，鉄の定量に供し  

た試水ほ，別個の採水壕に採水後，数滴の塩酸  

を加えて酸性にして置いた．  

測 雇： 方  法   

現地に於てほ，気温，水温，pH，RI）H及び  

遊離炭酸量を直ちに測定した．研究室に於てほ，  

第  3  図  

年間一日平均配水量は13，970血；で，一文年間平均  

8弘立／日／人である．配水量の月に依る変動を  

第3図に表わして見た．これによると配水量は  

8月がMax．で19月に於てMiIl．になって居り，  

一般に夏季大で冬季小である．県下に水道ほ他  

に－ノ囲市（磐井川），花巻町（井戸）．前沢町  

（井戸），岩谷堂町（北上川）等に施設されて居  

るが，盛岡市水道は給水人口，給水量共に最大  

である．次に米内発電所（日発）は発電力4，30  

0KW、にしてト水力発電としてほ現在県下5番  

目の発電能力を持って居る．（北上川水系では  

2番目）使用水重から見ると少い方であるが，  

有効落差148．8mで県下最大である．次に流域の  

地質図を第4図に示す．流域一帯は秩父古生層  

で，磋岩，花崗岩，蛇紋岩，粘板岩等が分布し，  

酸性岩地帯であると考えられる．叉，余り開発  

されていないが鉄鉱山が見られる．  

気 候 的 資 料   

盛岡測候所の測定資料にもとづいて平均気温，  

日照時数，降水量等のグラフを作製して見た． 上澄液に対して，過マンガン酸カリ滑費量，C鱒  
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岩手大草孝義学部研究年報（第3巻）（1951）弟2部  

て之を濾別し沈澱後之を HヱSO。  

に溶し，8．01N」㌃Mll（夫 にて満  

足した．   

蒸発残漆：試水25馳eをガラス  

蒸発皿にとり湯煎錦上にて蒸発乾  

潤し，110へCで乾燥し秤量した．   

SiOゴ：Di6nerトWandenbulcke  

の方法に依り比色定量、した．   

Cl：Mobrの銀満定法に依り．定  

量した．   

Fe：ロダン鉄法に依る比色法  

を採用した．  

測 定 結 果  門引－き  ？   10   11   ＝Z・l里ほ一I  

現地に於けるデータを第1表に示し，研究室  

第  6  図   

蒸発残漆，SjO∠，Cl，Fe等を定量した．次に  

分析法に試て概略を述べる．   

匪【，Rp‡‡‥比色法を採用した・   

遊離炭酸：フェノール・ブタレ  

ン指示薬を用いて，炭酸ナトリウ  

ム溶液を滴下し，滴定した．  

XMl10。滑費量：試水1¢Occをとり，  

硫酸々性とし，8．01NK恥0。 照  

10eeを加え～ アスベストを附↓た  

金網の上で熱し，5分間煮沸した  

後0．白1yぶ恥C20ヰ10ceを江如して  

脱色せる液に，軋由1N K耶Ojを  

濁如して定量した．  

に於て行ったデータを第9表に掲げる∴夫等を  

各々グラフで表したものが，第10函及び第11図  

である．倍，上記のデー豪より計算した中津川  

Ca：試水をアンモニアで弱アルカリ性となし，  

番酸アンモンにて荏酸カルシウムを沈澱せしめ  

第  7  図  
の卒均植と三宅泰雄氏の本邦主要  

河川の卒均値と比疲対隠して見た  

のが第3表である．   

測定結果に対デあ考察   

測定結果に対する考療は，2月  

以降の冬季より夏季にかけての季  

節変化の測定結果をまって，より  

詳細な考察を下す方が至当である  

と考えられるので，本邦聞の夏季  

より冬季にかけての季節変化に対  

してほ，一応の考察を下す事にす   
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中津川の化学成分の季節欒化（第l報）（筏 蕗）  

る．   

河水温と気温とほ，極めて良く  

追随して変化し，両者の密接な防  

聯を良く反映して居る．碓，現地  

測定に放る気温が盛岡の平均気温  

よりも高くなって居るのほ，硯二鞄  

測定時刻が大体A．且i．18．0（）より  

A．Ⅴ．11．3∂の問に行なはれたの  

に比して，盛岡の卒均気温ほA．M．  

6．00，P．M．2．00P．ユー．10．00の3  

回の平均によって算出されて居り  

第  9  図  

8  図   
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て，明瞭な水温差のある事を推定ずけるもので  

ある．  

（2）！）HほG．4から7．0の問を変動  

し，僅かに酸性を示して居る．8  

月，9月に於てl）H値ほ低く，10  

月，11月，19月と次第に高まり－  

1舟に入ってわちかに低くなって  

居る．再iと遊離炭酸量とほ，大  

体対応した変動をしている．RpI壬  

は7．0カゝら7．望の聞を変動し，pH程  

の変動を示していない．p耳とRp  11‡卜g  9   10  tl  l之 門5ズーI  

Hとの差ほ毎即．雪から0．6の問で0・雲を示す場合  

が多い．  

（3）遊離炭餞量はl）Hと良く対応して居る事は  

上記した通りであるが‾ 8月中旬より1明中旬  

に亙る測定時に於て，いづれも卒均値よりも高  

く，11月下旬以降の測定時に於てほ，いづれも  

低い．恥Ⅹ．は9月中旬に於ける測定に於て示  

され，11月上旬に谷が出て居り，冬季は数値が  

低い．   

勘渾度，臭味は特にデータに示さなかったが，  

渾度は殆んど無色透明であり，臭味に於てほ，  

殆んど異状臭味は認められなかった．  

（5）R6，Ca，SiO∠の含量は概して夏季より秋  

季にかけて大で冬季ほ比較的少ない・即ち，8  

月中旬よ‘り10月中旬にかけての測定時に於てほ  

大体卒均植よりも高く，11月上旬以降に於てほ  

大体卒均植よりも低い植を示している・恥Ⅹ，  

はいづれも9月中旬の測定に於て，Millはいづ  

れも11月上旬の測定に於て表ほれて居る，大体   

当然であると思う．10月中旬と1曳月下旬に於け  

る測定の2個所に於て，気温，水温とも上昇し  

山をなして居る．此の時期に於ては，平均気温  

も山をなし，いづれも卒年より高い．飼，19月  

中旬，下旬の卒均気温が例年よりも，かなり高  

く，所謂暖冬異変の現象を示して居る．叉8月  

の平均気温ほ日照時数と共に例年よりも高く，  

暑い時季を過した事になって居るが，9月に入  

って平均気温は例年よりも低く，所謂残暑とい  

ふ現象が感じられなかった．   

上棟に任する大志田，外山，菓水の平均気温  

は，いづれも・良く盛岡の平均気温と比例して変  

動して居る．盛岡と上流部との気温差を月平均  

で比較して見ると，大志田に於てほ1．0‾C～3．0  

亡C，外山にては 乱6C′－3．4C，菓水に於てほ  

1．5、～4．3【C，いづれも低くなって居る．但し盛岡  

と上流部とに於て測定時刻に多少差異があるの  

で厳賓な比較にはならないが，大体正確と見て  

よい■此の事は上流山間部と下流平地地帯に於  
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岩手大挙撃薮学部研究年報 第3巻（1951）第2部  

三者共，同じような変動をなして居る．一般に  此等の含量は，洗蚤の少ない渇水期に於て，  

第  1  表  

第  望  

第  3  表  
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中津川の化学成分の季節襲化（第1報）（後 藤）  

第   10  図  に亘る長期間殆んど毎日計画  

停電が行われ，11月に入って  

正常に復して居る．  

（61過マンガン酸カリ消費量  

は8月より9月中旬にかけて  

の測定時に於て平均値より高  

く，1明以降はいづれも低い．  

即ち気温，水温の高かった8  

月，9月に於て大で，気温，  

水温の低下した1望月，1月に  

小である．碓8月中旬に於け  

る測定時の測定値が，かなり  

」＋t   
Jク コ○ ′  ′○ ヱ○ ′ JO jo ／JO ヱ○  ／ 川 ヱ○ ′  “ ヱク  

門5卜℡  ？  

多く，流量の大になった豊  

水期に於て少になる様である．  

そして，含量の恥Ⅹ．に表わ  

れて居る時期の流量ほ最も少  

く，財in．に表われて居る時期 

の流量は最も大であった．  

C乱，Rる，SiO～等の主要成分の  

変動は，降水量よりも流量の  

方により良く関聯している様  

に思オフれる．   

倒叉，菓水と盛岡との降水  

量を比較して見ると，夏季に  

於ては大体類似して居るが，  

l之 Iq§Z－l  l0  1l  

第   11   図  

llO之01l0之01川之0110j妙I 川 jOJlO 之○  
川れ－8  （l  I0   11  1之l†52－1  

高いのは，採水時の偶然的な原因が影響して居   

る様に恩はれる．   

（7）Clの含量ほ，10月の上旬，中旬に於て大で，   

他の期間ほ大体ゆるやかな変動をして居る．   

Max．は10月上旬の測定に於て示された．これ   

に関しては，沿岸一帯に散在している畑地の主   

要作物である麦に対する施肥が，9月下旬より   

10月上旬にかけて行なはれて居るが，此の影響   

が表はれたのではないかと考えて居るが，此の   

点今後検討して行き度い．   

（8〕Feの含量は，9月中旬と10月上旬の測定   

時に於て大で，ユ侮Ⅹ．は10月上旬に於て表は   

れ，M袖．は10月中旬に於て示されて居る．   

（9）中津川の平均値と三宅氏の本邦主要河川の   

卒均値との比較であるが，pH，Feに於ては，  

11月以降冬季にかけては菓水の方が高い．叉菓  

水の降水量グラフは，薮川の降水量グラフと良  

く類似して居る，此の事は上流山間部ほ下流平  

地部よりも冬季諾雪が大である事を示す．降水  

量グラフに於て，9月中旬から10月上旬にかけ  

て大きな谷が出来て居る事は注目すべきである．  

叉流量に於ても此の期間に谷が出て渇水を示し  

て居る・盛岡に於てほ，9月の降水量は卒年同  

月の54％であり，平年9月に最大の降水量を示  

して居る事を考えると，異常的に少なかったと  

云える・（本年の最大ほ7月）然し，1明中旬  

まり‾11月下旬にかけて雨天が多く，‘掛こ10月の  

降水量は平年同月の118％を示してゝ、る・叉盛  

岡市に於ける電力事情を附記して見ると，9月  
に入って極度に悪化し，9月下旬より10月下旬  
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岩手大挙畢贅畢部研究年報 第3巻（1951）葬2部  

ほゞ接近した痘を示して居る．戯しFe含量は，  

R占との比に対して考えると，椅多いと云える．  

C払，Cl，R占いづれも中津川が小さく，SiO。は  

大である．Caの含量の少ないのは，流域一帯に  

石灰岩の勿・布が見られない事から来て居ると思  

う．SiO2の含量が大なのは，流域一帯が社岩，  

花崗署等の分布による酸性岩地帯であり，此の  

様な地質的影響によるものと思われる．特に月i  

O。の含量がRるとの比に対して大なのほ，中津  

川の化学成分忙於ける大きな特徴であると思う．  

Clの含量の少ないのは，中津川が人為的に余り  

汚染されていない事を示すもので，Rるの少い  

事，並に殆んど無色透明で異臭昧が感じられな  

かった事とを合せ考えると，汚染度の少い良質  

な河川である事を示すものであらう．  

韓  語   

季節変化を充分に明らかにする為には，流域  

地帯に対して詳細な気候的要素，報賞状悪，森  

林，草原，田畑等の分布図，産菜活動等の多数  

の資料と合せて，毎月の測定回数を多くして，  

解析試験を行い判断して行かねばならぬ．此の  

点を留意して今後引続き療討を重ねて行き良い．   

終りに臨み現地での採水∠測定に協力された  

化学研究室伊勢国雄氏に対して深く感謝の薄を  

表し御礼申上げます．  

蘭，資料を与えられた盛岡測候所岡野市郎氏，  

米内発電所長渡辺力氏，並に市水道課佐々木博  

氏に厚く感謝致します．  
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